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■ 幹事／川名　修一
■ クラブ広報・会報委員長／伊藤　重幸　副委員長／渋谷　重二

3 H25.7.16（火）

■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱

第3回（通算1281回）例会

会長あいさつ

　先週11日に14名で白河ゴルフ倶楽部でコンペを開催しま
した。小野塚昇一さんが優勝、準優勝は矢吹智喜さんでし
た。私のテーマは「チャレンジ＆変化」ですので、久し振りにコ
ンペに参加させていただきました。写真を撮りましたので皆さ
んに回覧します。

　昨日、OKバジの垣見一雅さんが多田野の「なんだべ村」
に来られましたので、伊野勝彦さん、挽野喜孝さん、私、川名
修一幹事が行って助成金3万円と鉛筆200本を贈呈いたし
ました。ネパールは雨季のため帰国されたそうで、今日の例
会にお誘いしたのですが東京での予定があるとのことでした。
垣見さんはネパールの貧しい人達にヤギを寄付されるそうで、
お金ではなくヤギを育てることで継続した生計の役に立てて
もらうためとのことでした。挽
野喜孝さんは個人的に助
成されていて、郡山安積
RCからは4回目の助成金
贈呈となります。「いただきま
す」はネパール語では「カン
チューハイ」と言うそうです。
　来週23日(火)はガバナー公式訪問で例会場はラピスです。
午後3時から会長・幹事会、4時からクラブ協議会、6～7時ま
でが例会です。クラブ協議会に委員長が出席されない場合
は副委員長の出席をよろしくお願いします。例会は夜になりま
すが通常例会でガバナーのお話しされますので皆さんのご
出席をよろしくお願いします。

高縁　勝一

幹事報告
例会変更
◎7/17(水)郡山西北RC
　→12：30PM～クラブ総会（ビューホテル）

川名　修一　幹事

郡山市スポーツ少年団
ソフトボール連絡協議会会長あいさつ

　日頃より郡山市スポーツ少年
団に多大なるご支援、ご協力を
いただきあつく御礼申し上げます。
平成22年には900人の子供たち
がいましたが、今年度は500人を
切ってしまいました。非常に厳し
い状況にありますが、指導者と相
談して色 な々方策をとっており、一人でも多くの子供たちを集
めたいと思っております。今年度は各大会が多く20・21日には
県中大会、来月10日からは県大会が郡山で行われます。郡
山には6チームが編成されております。県中には一時は70チ
ームがありましたが40チームにまで減りました。屋内のスポー
ツは増加しておりますので、方策に知恵を絞っております。頑
張りますので皆さんの一層のご指導、ご協力をお願い申し上
げます。

須賀　昭光　さん

直前中央分区ガバナー補佐卓話

　昨年一年間、郡山安積RCの
皆様方にはご協力、ご支援を賜
りましてありがとうございました。
お蔭をもちまして中央分区ガバ
ナー補佐を務めることができまし
た。各テーブルに配布した活動
表の通り多くの会合に出席しまし
た。これほどあるとは夢にも思っておりませんでしたが、クラブ
には絶対に迷惑を掛けられないという思いだけで一年間の
任務を終えることができたように思います。
　2012-2013年度は国際ロータリー会長に田中作次様が出
られたという、非常に思い出に残る年度であったと思います。

昨年12月25日には田中作次RI会長ご本人が急遽、時間を
取って福島に来られるという、大変なことがありました。歓迎
晩餐会に伊野さんと私が参加させていただきましたが、RI会
長は平和ということを非常に強調されていました。
　中央分区から2年連続でガバナーを輩出したこともこれま
でなかったことでした。伊藤浩ガバナーは熱のこもった地区
の指導をしたいということで、地区の各委員会開催に多くの
時間をかけました。私は中央分区のガバナー補佐として力を
尽くしたつもりです。他の地区にも出向いたことがありました
が、それぞれ素晴らしい応対をしていただきました。年度を振
り返って私が非常に心に残ることは郡山西北RCのバックアッ
プです。ガバナー公式訪問のために車で送迎することだけ
でも大変だったことと思いますが、ガバナーが体調を崩され
たために不安を感じる中での対応も大変であったろうと思い
ます。地区大会の開催に当たり何度か準備会を開催され、
最終的には総決起大会をされてしっかりとまとまられ、クラブ
一丸となって地区大会開催に取り組まれました。ガバナー方
針として会員増強とクラブ拡大を前面に打ち出され、新クラ
ブとして県北第一分区に福島しんたつRCが創立されました。
年度後半には予想外と言っていいかと思いますが、郡山に
開校した国際アート＆デザイン専門学校高等課程にインター
アクトクラブが設立されました。ホストクラブは新クラブの福島
しんたつRCです。
　ガバナー補佐として各クラブにメークアップをしましたが、各
クラブが特色を持った運営をされており、大変勉強をさせて
いただきました。私が例会開始時間よりもかなり早めに行って
も、それよりも前に集まられる会員がおられたことも衝撃でし
た。会員の少ないクラブでは例会運営に大変苦労しておら
れますが、その中でそれぞれ皆さんが頑張っておられて素晴
らしい例会を開催しておられます。雰囲気も内容も違います
が、それぞれのスタイルや事業などに大変頑張っておられる
ことを感じました。ぜひ皆さんにもメークアップという形で他ク
ラブを訪問されることをお薦めしたいと思います。他のクラブ
の運営を見ることによって自分のクラブに持ち帰ることができ
るものが多くあると感じております。
　復興支援会議は世界・日本国内からいただいた色々な支
援・義援金をどのように運用するかということを検討する会議
です。伊野勝彦社会奉仕委員長がメンバーとなっておられま
す。色々な提案事項がありましたが、その中から地域のため、
できれば青少年のために運用していけるような事項を選びま
した。各クラブに合同例会の開催をお願いして来まして、結
構やっていただきました。震災復興はまだまだこれからです
ので、さらに考えていただきたいと思っております。

「中央分区ガバナー補佐年度をふりかえって」
挽野　喜孝　直前中央分区ガバナー補佐

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
30名

出席者数
22名

欠席者数
8名

出席率
73.33％

前回修正率
90.00％

前々回修正率
90.00％

■ 出席報告

  ゲスト
◎須賀　昭光氏
　(郡山市スポーツ少年団ソフトボール連絡協議会会長)

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫ロータリー財団委員長
◎伊藤　幸夫さん（100ドル寄付します。）
◎小野塚昇一さん
　（良きパートナーに恵まれて久々の79が出ました。）
◎土屋　晴夫さん（挽野さんの卓話を楽しみにしています。）
◎矢吹　智喜さん・高縁　勝一さん・大川原利信さん
◎森合　三郎さん・村上　秀元さん・挽野　喜孝さん
◎古山　英夫さん・慶徳　孝一さん・川名　修一さん

  米山記念奨学会委員会報告　挽野喜孝国際奉仕委員長
◎高縁　勝一さん・平石　典生さん・慶徳　孝一さん
　石塚　征夫さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　増渕幸三出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎ゴルフ部会　会長　川島　忠さん
　（先日のコンペの一部を役立ててください。）
◎村上　秀元さん（卓話を楽しみに。）
　伊藤　重幸さん・矢吹　智喜さん・小野塚昇一さん
　小橋　達夫さん・古山　英夫さん・挽野　喜孝さん
　根本　克則さん・溝井　宇一さん・増渕　幸三さん

ー閉会点鐘

　昨年一年間、郡山安積RCの
皆様方にはご協力、ご支援を賜
りましてありがとうございました。
お蔭をもちまして中央分区ガバ
ナー補佐を務めることができまし
た。各テーブルに配布した活動
表の通り多くの会合に出席しまし
た。これほどあるとは夢にも思っておりませんでしたが、クラブ
には絶対に迷惑を掛けられないという思いだけで一年間の
任務を終えることができたように思います。
　2012-2013年度は国際ロータリー会長に田中作次様が出
られたという、非常に思い出に残る年度であったと思います。

昨年12月25日には田中作次RI会長ご本人が急遽、時間を
取って福島に来られるという、大変なことがありました。歓迎
晩餐会に伊野さんと私が参加させていただきましたが、RI会
長は平和ということを非常に強調されていました。
　中央分区から2年連続でガバナーを輩出したこともこれま
でなかったことでした。伊藤浩ガバナーは熱のこもった地区
の指導をしたいということで、地区の各委員会開催に多くの
時間をかけました。私は中央分区のガバナー補佐として力を
尽くしたつもりです。他の地区にも出向いたことがありました
が、それぞれ素晴らしい応対をしていただきました。年度を振
り返って私が非常に心に残ることは郡山西北RCのバックアッ
プです。ガバナー公式訪問のために車で送迎することだけ
でも大変だったことと思いますが、ガバナーが体調を崩され
たために不安を感じる中での対応も大変であったろうと思い
ます。地区大会の開催に当たり何度か準備会を開催され、
最終的には総決起大会をされてしっかりとまとまられ、クラブ
一丸となって地区大会開催に取り組まれました。ガバナー方
針として会員増強とクラブ拡大を前面に打ち出され、新クラ
ブとして県北第一分区に福島しんたつRCが創立されました。
年度後半には予想外と言っていいかと思いますが、郡山に
開校した国際アート＆デザイン専門学校高等課程にインター
アクトクラブが設立されました。ホストクラブは新クラブの福島
しんたつRCです。
　ガバナー補佐として各クラブにメークアップをしましたが、各
クラブが特色を持った運営をされており、大変勉強をさせて
いただきました。私が例会開始時間よりもかなり早めに行って
も、それよりも前に集まられる会員がおられたことも衝撃でし
た。会員の少ないクラブでは例会運営に大変苦労しておら
れますが、その中でそれぞれ皆さんが頑張っておられて素晴
らしい例会を開催しておられます。雰囲気も内容も違います
が、それぞれのスタイルや事業などに大変頑張っておられる
ことを感じました。ぜひ皆さんにもメークアップという形で他ク
ラブを訪問されることをお薦めしたいと思います。他のクラブ
の運営を見ることによって自分のクラブに持ち帰ることができ
るものが多くあると感じております。
　復興支援会議は世界・日本国内からいただいた色々な支
援・義援金をどのように運用するかということを検討する会議
です。伊野勝彦社会奉仕委員長がメンバーとなっておられま
す。色々な提案事項がありましたが、その中から地域のため、
できれば青少年のために運用していけるような事項を選びま
した。各クラブに合同例会の開催をお願いして来まして、結
構やっていただきました。震災復興はまだまだこれからです
ので、さらに考えていただきたいと思っております。
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